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Ⅰ．調査計画
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■ 調査目的
あらゆるICT機器が高度なネットワークで結ばれ、様々なサービスを享受できるユビキタスネット環境が実現してきた。その結

果、生活の豊かさの向上や経済の活性化、社会的課題の克服等の恩恵がもたらされてきたが、その一方で、セキュリティ面や
情報格差などの様々な課題も明らかになってきた。こうしたなか、 近のICT機器の高機能化やコンテンツの多様化などは、エ

ンドユーザーの利用状況や嗜好に大きく左右される傾向にあり、今後ユビキタスネット社会が更に進展していくためには、ユー
ザーの利用実態、意向等の把握が極めて重要となっている。

そこで、本調査では、23年度に引き続き、各種メディアの利用状況やICT機器に関する同様の設問項目による定点的調査に
加えて、この１年間で注目を集めてきた内容についても調査・分析し、もって、近畿のICT産業に携わる近畿情報通信協議会会
員の活動に資することを目的に実施した。

■ 調査対象
・近畿圏在住の12歳以上の男性、女性 計1033名

■ 調査方法
・民間インターネット調査会社（㈱マクロミル）の登録モニター

（1,095,443人 人、内近畿193,023 人（2012.7.1現在））を対象としたWebアンケート

・対象者年齢構成は、平成22年度国勢調査の近畿圏年齢別人口（10歳代から10歳きざみ）の実態を正確に反映して合計目標数
（1,000名）のサンプル割付数を決定し、目標数に達するまで収集

＊10歳代のサンプル割付数は12歳以上（中学生以上）
＊10歳以上の近畿圏人口は20,903千人
＊70歳以上の登録モニターは少ないため、割付は60歳以上として収集するが、分析は60歳代、70歳以上に分類

調査目的と調査方法

近畿圏人口

（18,096千人） 1,576千人 2,171千人 2,884千人 2,688千人 2,458千人 6,319千人

サンプル割付数

（1,000人） 87人 120人 159人 149人 136人 349人

比率 8.7% 12.0% 15.9% 14.9% 13.6% 34.9%

40歳代 50歳代 60歳以上10歳代 20歳代 30歳代
（12歳以上）

（12歳以上）
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■ 調査期間
・平成24年8月10～11日

■ 標本構成

調査期間と標本構成

◆性別 （％）

回答者数 男性 女性

全体 1033 49.0 51.0
◆年齢 （％）

回答者数 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

全体 1033 8.7 12.0 15.9 14.9 13.6 28.3 6.6
◆職業 （％）

回答者数 公務員
経営者
・役員

会社員
（事務系）

会社員
（技術系）

会社員
（その他）

自営業 自由業

全体 1033 2.3 2.6 8.8 6.9 7.8 7.1 2.5
専業主婦
（主夫）

パート・
アルバイト

学生 その他 無職

18.8 10.3 11.6 8.1 13.2
◆住まいの環境 （％）

回答者数
都市

中心部
郊外

住宅地
農山漁村地
域・山間部

全体 1033 31.2 64.1 4.7
◆通勤・通学地の環境 （％）

回答者数
都市

中心部
郊外

住宅地
農山漁村地
域・山間部

通勤/通学し
ていない

全体 1033 32.4 26.3 3.1 38.1
◆世帯構成 （％）

回答者数 一人暮らし 夫婦のみ 親と子
二世帯（親と

子世帯）
三世帯（親と

子と孫）
その他

全体 1033 12.2 25.5 40.3 13.2 5.6 3.3
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Ⅱ．調査結果
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■ 日常生活における情報収集メディア

◆情報収集における利用メディアにお
いて、主要メディア（インターネット、
テレビ、新聞、雑誌・書籍、携帯電
話・スマートフォン）では、“ニュース”
及び“災害発生時の情報”といった
速報性が求められる情報は「テレビ」
の利用が多い。

◆“ニュース”では、「テレビ」が86.4％と

群を抜いて高く、「インターネット」
（74.0％）、「新聞」（52.5％）と続いて
いる。

◆ “趣味や旅行、遊びの情報”や “仕

事、勉強などの情報”、“生活情報、
健康情報”は、概ね「インターネット」
の利用が も多く、これまで、こうし
た情報の入手先であった「雑誌・書
籍」を大幅に上回っている。

◆“お住まいの自治体の情報”では、
トップである「インターネット」もわず
か27.6％にとどまっている。

１．情報メディア全般について
１－１ 情報メディアの利用

（複数回答）

（注1）「インターネット」は、パソコンやタブレット端末等からのWebサイト利用やSNS、電子メール等のことです。

（注2）ただし、スマートフォン、携帯電話、PHS等からのインターネット利用（Webサイト利用、SNS、ツイッター等）や

電子メールは、「携帯電話・スマートフォン」に含みます。

（注3）携帯電話等によるテレビ視聴（ワンセグ等）は、「テレビ」に含みます。

0

20

40

60

80

100
ニュース

趣味や旅行、
遊びの情報

仕事、勉強などの
情報

生活情報、
健康情報

災害発生時の
情報

お住まいの
自治体の情報

インターネット

テレビ

新聞

雑誌・書籍

携帯電話・
スマートフォン

（n = 1033)
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◆10～20歳代に限ってみると、「イン

ターネット」、「テレビ」、「雑誌・書籍」
は全年齢とあまり差はないが、「新聞」
と「携帯電話・スマートフォン」がちょう
ど入れ替わるような傾向が見られる。

◆「携帯電話・スマートフォン」での情報
収集は、どの分野でもまだまだ少ない
傾向であるが、10～20歳代ではかなり

利用されている。こうした傾向は、外
出先でもインターネット利用が進み、
特に若年層でユビキタスネット社会が
進展している結果と考えられる。

◆その一方で、「新聞」が“ニュース”以
外では極端に少なくなり、若者の新聞
ばなれが見てとれる。

（複数回答）

■日常生活における情報収集メディア（10～20歳代のみ）

（注1）「インターネット」は、パソコンやタブレット端末等からのWebサイト利用やSNS、電子メール等のことです。

（注2）ただし、スマートフォン、携帯電話、PHS等からのインターネット利用（Webサイト利用、SNS、ツイッター等）や

電子メールは、「携帯電話・スマートフォン」に含みます。

（注3）携帯電話等によるテレビ視聴（ワンセグ等）は、「テレビ」に含みます。

１．情報メディア全般について
１－１ 情報メディアの利用

0%

20%

40%

60%

80%

100%
ニュース

趣味や旅行、
遊びの情報

仕事、勉強などの
情報

生活情報、
健康情報

災害発生時の
情報

お住まいの
自治体の情報

インターネット

テレビ

新聞

雑誌・書籍

携帯電話・
スマートフォン

（n = 214)



8

◆インターネットからの情報収集頻度
は、ニュースや生活情報などの「日
常生活に欠かせない日々の情報」で
は“毎日必ず収集～ほぼ毎日”を合
わせると77.5％であり、趣味や旅行

の情報などの「特別なときに必要な
情報」（42.5％）や、仕事や勉強の情

報などの「専門的な詳細情報」
（38.0％）に比べて非常に高い。

◆携帯電話等からの情報収集頻度は、
どのような情報でも約半数の人が
“情報収集はしていない”であり、「日
常生活に欠かせない情報」であって
も、“毎日必ず収集～ほぼ毎日”は
28.9％と、全体としては利用頻度が
まだ少ないのが現状である。

◆テレビ及び新聞からの情報収集頻
度は、「日常生活に欠かせない日々
の情報」で“毎日必ず収集～ほぼ毎
日”は、各々82.5％、57.5％と、イン

ターネットに匹敵、あるいはそれ以上
であるが、「特別なときに必要な情
報」や「専門的な詳細情報」では、15
～30％程度である。

（単一回答）
■主要メディアにおける情報収集頻度

45.7

13.2

42.1

32.2

27.5

7.2

13.9

10.5

25.8

5.1

6.6

7.6

31.8

15.7

40.4

25.3

15.0

7.1

14.3

12.2

12.2

5.0

8.8

9.5

5.2

4.2

4.9

4.5

10.9

5.7

8.2

4.4

7.7

3.9

5.3

4.6

12.3

18.9

8.0

12.6

43.0

29.5

40.0

33.9

40.3

26.2

34.6

29.4

4.5

3.8

2.6

4.5

4.0

4.2

46.4

3.9

24.0

2.7

48.6

19.1

35.3

12.6

57.1

40.3

44.8

1.7

1.9

1.4

0.9

1.5

0.7

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

インターネット

携帯電話 等

テレビ

新聞

インターネット

携帯電話 等

テレビ

新聞

インターネット

携帯電話 等

テレビ

新聞

Ａ：毎日必ず収集 Ｂ：ほぼ毎日 Ｃ：週に２～３日 Ｄ：状況に応じて Ｅ：わからない Ｆ：情報収集していない　

日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い

日
々
の
情
報

（
ニ

ュ
ー

ス

、
生
活
情
報
等

）

特
別
な
と
き
に
必
要
な
情
報

（
趣
味
の
情
報

、
旅
行
や
お
店

の
情
報
等

）

専
門
的
な
詳
細
情
報

（
仕
事
の
情
報

、
勉
強
の
情
報

等

）

(n=1033）

A B

C

D

E

F

１．情報メディア全般について
１－１ 情報メディアの利用 （注）「インターネット」は、パソコンやタブレット端末等からのWebサイト利用、

SNS等のことです。また、「携帯電話 等」は、スマートフォン・携帯電話・
PHS等からのインターネット利用（Webサイト利用、SNS、ツイッター等の
ことです。
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◆地上デジタル放送へ完全移行し、
「ワンセグ」への期待が高まっている
が、実際に利用している人は24.1％

にとどまり、“全く関心がない”が
22.1％と、普及しているとはいいがた
い。

◆一方、「IPTV」は、“利用している”
が9.5％と割合は少ないが、昨年度

までと比較すると約２倍の利用率で
あり、年を追って伸びる傾向がうか
がえる。

◆「モバキャス」は、サービスをスター
トしたばかりであり、利用している人
は僅か0.5％と低く、“あまり関心がな

い”、“全く関心がない”をあわせると
56.3％もあり、認知度の向上を含め
今後に期待したいところである。

《21～23年度調査との比較》

（単一回答）

（複数回答）

１．情報メディア全般について
１－１ 情報メディアの利用

■普及が期待されている情報メディアの利用状況、関心度

24.1

12.3

27.3

9.5

12.0

15.1

10.2

26.8

17.3

20.6

15.0

30.3

25.1

22.5

23.7

29.6

28.3

22.1

31.2

20.4

18.0

23.3

25.6

8.4

33.1

18.0

13.6

16.9

19.2

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ワンセグ

モバキャス
（スマートフォン向け放送

：NOTTV）

モバイルインターネット
（外出先で無線回線にて接続

：無線LAN、WiMAX、３Ｇ）

IP電話
（インターネットを利用した電話）

IPTV
（インターネットを利用したテレビ：

ひかりTV、スカパー!光　等）

IPラジオ
（インターネットを利用したラジオ

：radiko、LISMO WAVE　等）

Ａ：利用している Ｂ：機会があれば利用したい Ｃ：あまり関心はない Ｄ：全く関心がない Ｅ：知らない／わからない

(n=1033）

A B C D E

35.2

2.9

39.5

4.4

37.3

4.7

24.1

9.5

0 20 40 60 80 100

ワンセグ

IPTV

21年度調査＜利用している＞（n=1034）

22年度調査＜利用している＞（n=1034）

23年度調査＜利用している＞（n=1034）

24年度調査＜利用している＞（n=1033）

％
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◆インターネットの利用内容をみると、
「電子メール」（88.1％）、「様々な情
報収集」（87.4%）、「商品の購入、
オークション」（77.7%）がトップ３であ

るが、「旅行や飲食店予約などの
サービス享受」や「映像コンテンツの
視聴」も50％以上であり、単に情報

を得るだけでなくインタラクティブ性
を活かした利用を含め、様々なサー
ビスが多くの人に活用されている。

◆特に、近年利用者が増えていると
いわれているFacebookやツイッター

などの「プライベートな情報発信・収
集」も38.1％と、多くの人が利用して
いる。

（複数回答）

１．情報メディア全般について
１－２ インターネットサービス

■ インターネットの利用内容

(n=1033)

88.1

87.4

39.1

52.5

77.7

58.6

38.1

45.3

16.8

17.3

11.0

4.9

1.0

0.3

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電子メール

様々な情報収集

（Webサイト上のコンテンツ利用）

多様なコンテンツの入手

（音楽、書籍、コミック、ゲームソフト等）

映像コンテンツの視聴

（VOD、YouTube　等）

商品の購入、オークション　等

旅行や飲食店予約などの

サービス享受

プライベートな情報発信・収集

（Facebook、ツイッター、ブログ開設等）

電子決済（インターネットバンキング、

電子収納）、オンライントレード

オンラインゲーム、ソーシャルゲーム

通話やTV電話

（Skype、メッセンジャー　等）

IPラジオ聴取

クラウドサービスの利用

その他

わからない

特に目的はない
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◆様々なインターネットサービスの
利用状況は、「検索サービス」が
“よく利用している～ときどき利用し
ている”が95.2％にもなり、インター

ネット利用者の大部分の人が利用
している。

◆次いで、「ポータルサイト（ニュース
含む）」（86.2％）、「地図情報提供」
（84.9％）、「Webメール」（73.3％）で

あり、これらのサービスも多くの人
が利用している。

◆「クチコミサイト」、「動画共有（投
稿）サービス」、「Q＆Aコミュニティ」

などの情報発信サービスは、“よく
利用している～ときどき利用してい
る”で各々60.0％、54.9%、49.0％と、

インターネットの代表的なサービス
になりつつあることがうかがえる。

◆普及が著しい「SNS（Facebook）」、
「SNS（Mixi）」及び「ツイッター」は、

“よく利用している～ときどき利用し
ている”でそれぞれ27.0％、24.4％、
25.2％となっている。

（単一回答）

１．情報メディア全般について
１－２ インターネットサービス

■ 主なインターネットサービスの利用状況、関心度

75.0

57.1

26.4

47.6

11.5

10.7

10.8

11.9

12.0

8.3

19.2

2.8

3.8

20.2

29.1

58.5

25.7

15.5

13.7

14.4

20.4

48.0

40.7

35.7

13.5

10.7

5.0

9.0

7.9

13.2

10.2

14.5

16.9

15.6

21.1

13.9

25.4

24.1

5.8

4.0

13.4

31.3

34.3

31.0

28.4

13.7

16.7

18.9

30.6

32.9

2.9

5.4

28.6

31.1

29.2

22.4

10.6

13.2

12.3

27.8

28.5

2.2 1.6

2.1

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

検索サービス

ポータルサイト（ニュース含む）
（Yahoo!、Excite、MSN等）

地図情報提供
（Googleマップ、MapFan等）

Webメール
（Gmail、Yahoo!メール等）

SNS（Facebook）

SNS（mixi）

ツイッター

ブログ

クチコミサイト
（価格.com、ぐるなび等）

Q＆Aコミュニティ
（教えて！goo、OKWave等）

動画共有（投稿）サービス
（YouTube、Google Video等）

動画中継サービス
（Ustream等）

写真共有
（アルバム）（フォト蔵、Picasa等）

A：よく利用している B：ときどき利用している C：機会があれば利用したい D：あまり関心はない E：全く関心がない／わからない

(n=1033）

A B

C D

E
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◆普及が著しい「SNS」及び「ツイッター」などのコミュ

ニティ型のサービスは、利用率はまだそれほど高く
ないが、 “よく利用している”は21～23年度に比べて
着実に伸びていることがうかがえる。

注）今回は、SNSの代表的なサービス（ Facebook、
Mixi ）に分けて聞いているが、比較グラフでは合算
して表示。

１．情報メディア全般について
１－２ インターネットサービス

■ 主なインターネットサービスの利用状況、関心度

《21～23年度調査との比較》
（複数回答）

75.5

53.4

14.8

20.7

11.0

74.6

51.8

14.2

5.6

16.2

10.6

77.1

56.0

16.7

9.5

17.3

12.1

75.0

57.1

22.2

10.8

11.9

12.0

0 20 40 60 80 100

検索サービス

ポータルサイト
（ニュース含む）

ＳＮＳ

ツイッター

ブログ

クチコミサイト

21年度調査＜よく利用している＞
（n=1034）

22年度調査＜よく利用している＞
（n=1034）

23年度調査＜よく利用している＞
（n=1034）

24年度調査＜よく利用している＞
（n=1033）

％

注）24年度のSNSはFacebook Mixiの合算
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（単一回答）

１．情報メディア全般について
１－２ インターネットサービス

■ 情報発信サービスの利用状況

39.4

38.3

34.5

39.5

85.0

85.2

92.4

45.9

45.5

41.4

43.7

14.2

13.8

6.3

14.7

16.2

24.1

16.8

1.2

1.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

SNS（Facebook）
（n=279）

SNS（mixi）
（n=253）

ツイッター
（n=261）

ブログ
（n=334）

クチコミサイト
（n=620）

Q＆Aコミュニティ
（n=506）

動画共有（投稿）サービス
（n=567）

A：閲覧のみである B：ときどき書き込みも行っている C：よく書込みを行っている

A B C

◆情報発信サービスの中でも、コミュニティ型のSNSの利用状況は、回答数nが年々着実に増えており浸透がうかがえる。SNSの代
表的なサービスであるFacebook、Mixiでは、昨年度のn=329から合算（重複利用含む）ではあるがn=532と約62%の伸びを示してい
る。

◆ 「クチコミサイト」、「Q＆Aコミュニティ」、「動画共有（投稿）サービス」は“閲覧のみである”が各々85.0％、85.2％、92.4％であり、利
用率は高いが片方向の利用が中心である。

◆ 「SNS（Facebook）」、「SNS（Mixi）」、「ブログ」の“よく書込みを行っている”は、各々14.7％、16.2％、16.8％であり、一部の人の積
極的利用にとどまっているが、「ツイッター」は24.1％であり、SNS系よりも手軽に書き込みができる特徴のためと推察される。

◆ Facebook、Mixiの利用状況の差は、ほぼないといえる。
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◆インターネット等の使いこなし度合いは、今回の調査対象者がインターネット利用者であることを考慮すべきであるが、「パソコン
の初期設定」、「家庭内LAN等のネットワーク設定」、「SNS、ブログ、ツイッター等での情報発信」では“自分一人で問題なく設定等
ができ使いこなせる～マニュアル等をじっくり熟読して自分一人で使いこなせる”を合わせると各々64.6％、54.8%、55.5％であり、
半数以上の人が使いこなせると認識している。

◆一方、「ホームページ開設による情報発信」では、“自分一人で問題なく設定等ができ使いこなせる～マニュアル等をじっくり熟読
して自分一人で使いこなせる”を合わせても41.0%と、ややハードルが高くなる。

◆“わからないところを聞けば自分一人で使いこなせる”まで含めると、すべての作業について60%以上の人が、程度の差はあるに
せよ使いこなせると回答しており、一般人のITスキルの向上を実感する。

（単一回答）

１．情報メディア全般について
１－２ インターネットサービス

■ インターネット等の使いこなし度合い

37.3

27.1

35.0

19.7

27.3

27.7

20.5

21.3

18.6

20.0

21.0

22.7

6.8

10.3

6.5

12.5

10.1

14.9

16.9

23.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

パソコンの初期設定
（メール、WEB設定含む）

家庭内LAN等のネットワーク設定

SNS、ブログ、ツイッター等での情報発信

ホームページ開設による情報発信

A：自分一人で問題なく設定等ができ使いこなせる B：マニュアル等をじっくり熟読すれば自分一人で使いこなせる

C：わからないところを聞けば自分一人で使いこなせる D：マンツーマンで指導を受けなければ使いこなせない

E：使いこなせない

(n=1033）

A B C

D E
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◆家庭でのインターネット利用回線は、「光ファイバー回線」が66.4％と群を抜いており、加えてケーブルテレビ回線（13.9％）も光化
が進んでいることを考えると、高速回線の普及がみてとれる。

（単一回答）

１．情報メディア全般について
１－３ ネットワークインフラ

■ 家庭でのインターネット回線の種類

(n=1033)
その他
0.7%

移動系通信事業者の無
線回線
2.1%

ケーブルテレビ回線
（J:COM、Baycom、KCN

等）
13.9%

ADSL回線
（ﾌﾚｯﾂADSL、ADSL

One、Yahoo!BB、ｲｰｱｸｾ
ｽ　等）
12.5%

どのような回線なのかわ
からない

4.4%

光ファイバー回線
（ﾌﾚｯﾂ光、auひかり、

Yahoo!BB光、eo光　等）
66.4%
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◆外出先でのインターネットの利用は、
「外出先では利用しない」が67.7％で

あり、「いつでも、どこでも」のユビキタ
スネット社会が進展してきたといわれ
ているが、街中等の外出先では多く
の人はまだまだ利用していない。

◆外出先での使い方は、「無線LAN対

応の機器を、ホットスポット、宿泊施
設、空港等の無線LAN環境にて利
用」（5.5％）や「フルブラウザ対応の
携帯電話・PHSを利用」（5.2％）など

多様な方法で入手しているが、割合
的には5％程度であり普及していると
はいいがたい。

◆こうした中で、「スマートフォンを利
用」は21.7％と他の利用に比べると非
常に多く、昨年度の10.4％からは倍

増しており、スマートフォン利用は更
に進むと考えられる。

■ 外出先でのインターネット接続の問題点

（複数回答）

１．情報メディア全般について
１－３ ネットワークインフラ

■ 外出先でのインターネット利用状況

(n=1033)

67.7

5.2

21.7

3.6

5.5

2.6

2.2

2.7

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

外出先では利用しない

フルブラウザ対応の
携帯電話・PHS等を利用

スマートフォンを利用

インターネットカフェ、空港ラウンジ等に
設置された情報端末にて利用

無線LAN対応の機器を、ホットスポット、
宿泊施設、空港等の無線LAN環境

にて利用

無線LAN対応の機器を、モバイルルーター
に接続して利用

無線LAN対応の機器を、スマートフォンや
携帯電話の無線LAN親機機能

（テザリング）にて利用

機器を、高速モバイル通信
（WiMAX）に接続して利用

機器を、通信カードや携帯電話モデム
（有線）に接続して利用

《22、23年度調査との比較》

9.3
10.4

21.7

0 20 40 60 80 100

スマートフォン利用
22年度調査　（n=1034）

23年度調査　（n=1034）

24年度調査　（n=1033）

％
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（複数回答）

（複数回答）

１．情報メディア全般について
１－３ ネットワークインフラ

■ 外出先でのインターネット接続の問題点

(n=1033)

29.2

19.9

1.8

29.9

22.0

8.7

3.1

36.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

エリアが限定される

電車等の高速移動空間では
利用できない場合がある

使いたい場所で使えない
　⇒（具体的な場所 【　　　】 ）

通信コストが高い

通信速度が遅い

設定が煩雑

その他

問題点は特にない

◆外出先でのインターネット接続の問題点は、「通信コストが高い」（29.9％）、「エリアが限定される」（29.2％）、「通信速度が遅い」
（22.0％）、「電車等の高速移動空間では利用できない場合がある」（19.9%）が比較的高い。

◆ただし、「通信コストが高い」の割合が、昨年度の38.0％から8ポイント程度下がっており、多少は安価になっていることが伺える。
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（単一回答）

◆外出先でのインターネット利用意向は、「パソコンやタブレット端末でのインターネット利用」で、“ぜひ利用したい”、“機会があれ
ば利用したい”に“現在利用している”を加えた積極的な意見と、“利用したくない”、“あまり必要性を感じない”の慎重な意見は、
それぞれ52.3％、44.5％と若干ながら積極意見が多い。

◆「スマートフォンやPDAでのインターネット利用」での利用意向は、積極的意見、慎重意見がそれぞれ50.3％、45.9％と、これも
若干ながら積極的意見が多い。

◆一方、「携帯電話・PHS等でのインターネット利用」での利用意向は、積極的意見、慎重意見がそれぞれ34.8％、60.9％と慎重意
見が多いが、これは慎重意見というより利用端末が携帯電話・PHS等からタブレット端末やスマートフォンに移ってきたのではな
いかと推察される。

◆23年度調査と比較すると、「パソコンやタブレット端末でのインターネット利用」、「スマートフォンやPDAでのインターネット利用」
は、積極的意見が増加しているが、「携帯電話・PHS等でのインターネット利用」は減少している。

１．情報メディア全般について
１－３ ネットワークインフラ

■ 外出先でのインターネット利用意向

23.0

24.5

14.6

7.8

6.8

4.8

21.5

19.0

15.4

24.0

22.3

28.6

20.5

23.6

32.3

3.1

3.9

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

パソコンやタブレット端末での
インターネット利用

スマートフォンやPDAでの
インターネット利用

携帯電話・PHS等での
インターネット利用

A：現在利用している B：ぜひ利用したい C：機会があれば利用したい

D：あまり必要性を感じない E：利用したくない／必要ない F：わからない

(n=1033）

A
B

C D E

F
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◆「家庭のパソコン等からの利用」は、“1時間以上3時間未満”が40.1％と も多く、“30分以上1時間未満”（18.5％）、“3時間以
上6時間未満”（16.7％）と続いている。

◆23年度調査では、同様の質問を「スマートフォン、携帯電話、PHS」の所有者で、かつ「Webサイト」を利用している人に限ってい
るため直接比較はできないが、傾向はほぼ同様ではあるものの、3時間以上のヘビーユーザが若干ではあるが減っている。

◆また、「外出先でのパソコン利用」では、“利用していない”が79.5％もあり、モバイル環境（パソコン利用）でのインターネット利
用はあまり多くはない。「外出先でのパソコン利用」においても、23年度調査と比較的似た傾向を示している。

◆「スマートフォン・携帯電話等のWebコンテンツ利用」の時間は、利用していない人を除くと、“10分未満”が14.4％と も多く、続
いて“10分以上30分未満”（10.8％）、“30分以上1時間未満”（9.9％）であり、同時に質問した「家庭のパソコンからの利用」の中
心が“1時間以上3時間未満”（40.1％）に比べると、利用時間が短く用途の棲み分けがあると推察される。

（単一回答）

１．情報メディア全般について
１－３ ネットワークインフラ

■ インターネット（Webサイト）の利用時間

4.5

79.5

51.3

3.4

5.5

14.4

9.3

5.2

10.8

18.5

3.9

9.9

40.1

3.9

9.4

16.7 7.5

2.1

1.4

0.7

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭のパソコン等からの利用

外出先でのパソコン等からの利用

スマートフォン・携帯電話等の
Webコンテンツ利用

A：利用していない B：10分未満 C：10分以上 30分未満 D：30分以上 1時間未満

E：1時間以上 3時間未満 F：3時間以上 6時間未満 G：6時間以上

(n=1033）

A B C

D E F G
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◆ICT機器の現在の保有状況は、「デ
ジタルテレビ」（80.7％）が群を抜いて
おり、「3Dテレビ」（3.9％）を加えると
84.6％であり、21年度55.6％、22年度
71.0％、23年度86.3％と順調に普及

してきたが、地上デジタル放送が完
全移行したこともあり一段落したので
はと考えられる。

◆デジタルテレビに続くのは、「パソコ
ン（地デジ、ワンセグ対応除く）」
（65.3％）、「携帯電話（ワンセグ対
応）」（43.6％）、「ETC車載器」
（42.8％）の順である。

◆「デジタル録画機器等」（45.6%）は、

昨年度を境に急激に伸びており、地
上デジタル放送完全移行後も、まだ
まだ普及が進むと考えられる。

◆「携帯電話（ワンセグ対応）」は、昨
年度まで毎年一定の伸びを示してい
るが、今年度は43.6％と若干ではあ

るが減っている。これは、携帯電話
の代替として「スマートフォン」が伸び
ていることが要因と考えられる。

（複数回答）

１．情報メディア全般について
１－４ ＩＣＴ機器

■ ICT機器の保有状況

(n=1033)

80.7

3.9

45.6

26.7

65.3

43.6

25.8

2.1

34.0

6.0

8.8

5.1

25.9

18.6

42.8

36.2

32.4

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

デジタルテレビ

3Dテレビ

デジタル録画機器等

パソコン
（地デジ、ワンセグ対応）

パソコン
（地デジ、ワンセグ対応除く）

携帯電話
（ワンセグ対応）

携帯電話
（ワンセグ対応除く）

PHS

スマートフォン

PDA
（iPod touch、Zaurus、CLIE　等）

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末（iPad、GALAXY Tab、
REGZA Tablet　等）

CATVのSTB
(セットトップボックス)

カーナビ
（地デジ、ワンセグ対応）

カーナビ
（地デジ、ワンセグ対応除く）

ETC車載器

据え置き型ゲーム機

ポータブル型ゲーム機

その他
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◆21～23年度調査と比較すると、「スマートフォン」
は今年度34.0％と、昨年度（17.6％）から約2倍、一
昨年度（5.9%）からは約6倍になっており、本格的な
普及期に入ったと思われる。

◆今後、普及が進むと考えられている「タブレット端
末」は、8.8％と保有率はまだまだ低いが、昨年度
（4.7%）に比べると、約2倍の伸びであり、新しい製
品の投入等もあり今後の普及が予想される。

◆「カーナビ（地デジ、ワンセグ対応）」は、25.9％とこ

れまで順調に保有率が高まっている。家庭用テレ
ビそのものの普及は一段落したが、こうした地デジ、
ワンセグ対応のICT機器は、まだまだ普及が期待
できる。

（複数回答）

１．情報メディア全般について
１－４ ＩＣＴ機器

■ ICT機器の保有状況

55.6

25.2

43.4

2.7

11.4

71.0

25.4

46.5

5.9

1.5

12.9

86.3

42.9

52.5

17.6

4.7

17.2

80.7

45.8

43.6

34.0

8.8

25.9

0 20 40 60 80 100

デジタルテレビ

デジタル録画機器等

携帯電話
（ワンセグ対応）

スマートフォン

タブレット端末

カーナビ
（地デジ、ワンセグ対応）

21年度調査
（n=1034）

22年度調査
（n=1034）

23年度調査
（n=1034）

24年度調査
（n=1033）

％

《21～23年度調査との比較》
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◆２台目以降のICT機器の保有意向
は、「デジタルテレビ」が35.3％と高く、

これは一家に１台を超えて、一人に１
台に近づきつつあるためだと考えら
れる。

◆また、「パソコン（地デジ、ワンセグ
対応除く）」も16.9%と比較的高く、パ

ソコンも一人１台ないしは外出用とし
ての複数所有の機運が高まっている
と思われる。

◆モバイル系端末である「スマートフォ
ン」は、9.8％と23年度の5.4％から約
２倍になっているが、その他のICT機
器の保有意向は、23年度調査とほぼ
同様である。

（複数回答）

１．情報メディア全般について
１－４ ＩＣＴ機器

■ ２台目以降のICT機器の保有意向

(n=1033)

35.3

1.1

12.4

9.9

16.9

6.3

4.7

0.6

9.8

1.8

3.4

0.6

4.0

1.8

5.2

5.9

6.5

0.1

30.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

デジタルテレビ

3Dテレビ

デジタル録画機器等

パソコン
（地デジ、ワンセグ対応）

パソコン
（地デジ、ワンセグ対応除く）

携帯電話
（ワンセグ対応）

携帯電話
（ワンセグ対応除く）

PHS

スマートフォン

PDA
（iPod touch、Zaurus、CLIE　等）

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末（iPad、GALAXY Tab、
REGZA Tablet　等）

CATVのSTB
(セットトップボックス)

カーナビ
（地デジ、ワンセグ対応）

カーナビ
（地デジ、ワンセグ対応除く）

ETC車載器

据え置き型ゲーム機

ポータブル型ゲーム機

その他

無回答
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◆現在保有していないICT機器の保

有意向については、「スマートフォン」
が21.6%とトップであり、次に「タブ
レット端末」（18.6％）、「パソコン（地
デジ、ワンセグ対応）」（14.1％）、「３
Ｄテレビ（12.9％）」と続いている。

（複数回答）

１．情報メディア全般について
１－４ ＩＣＴ機器

■ 現在保有していない機器の保有意向

(n=1033)

4.0

12.9

11.0

14.1

1.8

4.6

1.6

2.3

21.6

4.8

18.6

2.0

11.0

2.9

3.9

3.1

3.9

6.7

17.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

デジタルテレビ

3Dテレビ

デジタル録画機器等

パソコン
（地デジ、ワンセグ対応）

パソコン
（地デジ、ワンセグ対応除く）

携帯電話
（ワンセグ対応）

携帯電話
（ワンセグ対応除く）

PHS

スマートフォン

PDA
（iPod touch、Zaurus、CLIE　等）

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末（iPad、GALAXY Tab、
REGZA Tablet　等）

CATVのSTB
(セットトップボックス)

カーナビ
（地デジ、ワンセグ対応）

カーナビ
（地デジ、ワンセグ対応除く）

ETC車載器

据え置き型ゲーム機

ポータブル型ゲーム機

その他

無回答
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１．情報メディア全般について
１－４ ＩＣＴ機器

■ 現在保有していない機器の保有意向

《21～23年度調査との比較》
（複数回答）

29.5

7.3

28.2

6.9

5.9

12.9

12.6

21.5

4.2

12.2

8.6

4.3

20.1

10.2

13.1

2.2

26.9

13.4

4.0

12.9

11.0

14.1

4.6

21.6

18.6

0 20 40 60 80 100

デジタルテレビ

３Ｄテレビ

デジタル録画機器等

地デジ、ワンセグ対応の
パソコン

ワンセグ対応の
携帯電話

スマートフォン

タブレット端末

21年度調査（現在保有していな
い機器の保有意向）
（n=1034）

22年度調査（現在保有していな
い機器の保有意向）
（n=1034）

23年度調査（現在保有していな
い機器の保有意向）
（n=1034）

24年度調査（現在保有していな
い機器の保有意向）
（n=1033）

％ ◆21～23年度調査と比較すると、伸びが著しい
のは、「タブレット端末」（18.6％）であり、「スマー

トフォン」と同様に、５人に１人が保有意向を示し
ている。

◆「スマートフォン」は、23年度の急伸に比べると
少し落ち着いてきたようである。

◆「３Dテレビ」の保有意向は、23年度は20.1%と
比較的高かったが、今年度は12.9％と低く、普
及が見られない。

◆地上デジタル放送完全移行により、「デジタル
テレビ」（4.0％）をはじめ、「パソコン（地デジ、ワ
ンセグ対応）」（14.1％）、「携帯電話（ワンセグ対
応）」（4.6％）などの放送系メディアとの複合端

末は、年々保有意向が下がり落ち着いてきたよ
うである。
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◆スマートフォン・携帯電話等の日頃
の利用機能は、「一般的な通話」
（95.1％）、「電子メール」（90.4％）が

突出しており、続いて「カメラ」
（66.7％）、「Webサイト上のコンテン
ツ利用」（33.3％）となっている。

（複数回答）

２．個別メディア・機器の状況について
２－１ スマートフォン・携帯電話等

■ スマートフォン・携帯電話等の利用機能

(n=945)

95.1

90.4

23.7

33.3

21.4

9.5

23.0

66.7

22.4

5.2

5.7

17.8

2.8

11.4

2.5

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般的な通話

電子メール

データ通信

Webサイト上のコンテンツ利用

音楽視聴

おサイフケータイ

ゲーム

カメラ

テレビ放送受信
（ワンセグ、NOTTV）

ラジオ放送聴取
（radiko、らじる★らじる、LISMO WAVE等）

テレビ電話
（Skype 、FaceTime等を含む）

自分の位置情報確認、ナビゲーション

安心・安全対策（子供や老人の
位置確認、緊急連絡、防犯ブザー等）

用途別の専用アプリの利用

無線LAN親機機能（テザリング）

その他
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◆ 21～23年度調査と比較すると、全体的な傾向は、

あまり違いはないが、「一般的な通話」、「電子メー
ル」といった基本機能は変わらないものの、「カメ
ラ」や「テレビ放送受信」などの付加機能を利用す
る人は減少している。

◆また、「Webサイト上のコンテンツ利用」は、23年
度の26.4％から33.3％に増加している。これは、先
の家庭のパソコン等によるWebサイト上のコンテン
ツ閲覧（90％程度）に比べると低いものの、スマー
トフォンの普及によるところが大きいと思われる。

２．個別メディア・機器の状況について
２－１ スマートフォン・携帯電話等

■ スマートフォン・携帯電話等の利用機能

《21～23年度調査との比較》
（複数回答）

95.5

92.4

74.6

27.3

16.4

30.2

95.6

88.5

75.2

23.2

19.3

33.7

97.1

92.2

71.6

26.4

19.3

31.4

95.1

90.4

66.7

33.3

21.4

22.4

0 20 40 60 80 100

通話

電子メール

カメラ

Webサイト上の
コンテンツ利用

音楽視聴

テレビ放送受信

21年度調査
（n=891）

22年度調査
（n=870）

23年度調査
（n=918）

24年度調査
（n=945）

％
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◆スマートフォン・携帯電話等による
Webサイト利用は、「ニュース、天気予
報、交通案内、時刻表案内」が81.9％
で飛び抜けている。

◆続いて「位置情報サービス、ナビゲー
ションサービス」（35.9%）、「SNS」
（32.4%）、「趣味（映画・音楽等）の情
報」（30.5％）、「ツイッター」（23.8％）で
ある。

（複数回答）

２．個別メディア・機器の状況について
２－１ スマートフォン・携帯電話等

■ スマートフォン・携帯電話等でのWebサイト内容

(n=315)

81.9

35.9

21.9

14.9

30.5

1.6

16.2

18.1

15.9

13.0

32.4

23.8

8.6

7.9

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ニュース、天気予報、交通案内、
時刻表案内

位置情報サービス、ナビゲーション
サービス

タウン情報、グルメ情報、
暮らしの情報

ファッション情報、ショッピング情報、
旅行情報

趣味（映画、音楽等）の情報

行政情報

多様なコンテンツの入手（音楽、書籍、
コミック、ゲームソフト　等）

映像コンテンツの視聴
（VOD、YouTube　等）

商品の購入、オークション　等

旅行や飲食店予約などの
サービス享受

SNS（Facebook、mixi等）

ツイッター

電子決済（インターネットバンキング、
電子収納）、オンライントレード

オンラインゲーム、
ソーシャルゲーム

その他
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◆よく利用されている「位置情報サービス、ナビ
ゲーションサービス」や「SNS」、「趣味の情報、
「ツイッター」は、22、23年度調査から着実に伸

びている。特に「位置情報サービス、ナビゲー
ションサービス」は、昨年度からはほぼ2倍の伸
びを示している。

２．個別メディア・機器の状況について
２－１ スマートフォン・携帯電話等

■ スマートフォン・携帯電話等でのWebサイト内容

（複数回答）

15.8

24.3

24.8

14.4

18.2

24.4

18.6

20.2

35.9

32.4

30.5

23.8

0 20 40 60 80 100

位置情報・
ナビゲーション

ＳＮＳ

趣味（映画・音楽等）
の情報

ツイッター

22年度調査
（n=202）

23年度調査
（n=242）

24年度調査
（n=315）

％

《22、23年度調査との比較》
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◆Webサイトを利用しない理由は、
「電話とメールだけで十分」が54.9％

と飛びぬけており、多機能化された
現在の携帯電話への拒否感もうか
がえる。

◆また、現在ではパケット定額サービ
スが一般化し、比較的低価格でWeb 
サイトが利用しやすくなったが、それ
でも「費用がかかりすぎる」が32.4％

もあり、利用しない大きな阻害要因
となっている。

◆「画面が小さくて使いづらいから」も
24.9%と高く、パソコンからのWebサ

イト利用と比較すると、情報量、操作
性などの面で利用しにくいという評
価がうかがえる。

◆その他の内容では、「通信速度が
遅い」、「充電が頻繁に必要になる」
など、」ハードやインフラ面に関わる
要望も寄せられている。

（複数回答）

２．個別メディア・機器の状況について
２－１ スマートフォン・携帯電話等

■ スマートフォン・携帯電話等でWebサイトを利用しない理由

(n=1033)

54.9

8.6

9.6

9.7

4.7

0.8

32.4

24.9

12.5

3.5

15.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電話とメールだけで十分

必要とするコンテンツがない

情報がありすぎても困る

スマートフォン、携帯電話等に
依存したくない

有害なサイトが多すぎる

親に制限されている

費用がかかりすぎる

画面が小さくて使いづらいから

文字入力がしにくいから

その他

よく利用しており理由はない

その他の内容
そもそもそのような機器を持っていない
通信速度が遅い
充電が頻繁に必要になる
必要性がない
パソコンのほうが早い
接続時間がかかりすぎる
PCで十分
電池の減りが早い
セキュリテイ確保に自信が持てない
パソコンのほうが使いやすいから
ＰＣでゆっくり見ることができるほうが良いから。
windows phoneのアプリが少ない
メモリ不足で表示されないことがあるから
ほとんど在宅なのでPCで事足りているから
PCのWebサイトで十分な情報が得られる。
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◆スマートフォンの所有理由は、「PC
サイトを閲覧できる」（71.8%）が群を

抜いており、続いて「アプリが豊富」
（40.5%）、「色々なことができて便利
そう」（39.3%）が続いている。トップ以

外は比較的漠然とした期待感が感じ
られる。

◆さらに、「パソコンの代わりにするた
め」（32.8%）、「地図を閲覧しやすい
から」（31.6%）、「外出先でPCメール
を送受信できる」（30.8%）と続き、こ
れらは比較的明確な理由といえる。

◆「GPS（位置検出）機能が使えるから
（ナビを使いたい）」は、29.6%と、23
年度調査の17.0％を大きく上回って
いる。このGPS機能については、既述

の「スマートフォン・携帯電話等での
Webサイト内容」で、「位置情報サー
ビス、ナビゲーションサービス」が23
年度の約２倍の伸びを示しているこ
とと同様の理由であると考えられる。

◆一方、「iPhoneだから」（19.4%）、
「Android端末だから」（11.7%）の端

末の種類による理由はそれほど高く
はない。

（複数回答）

２．個別メディア・機器の状況について
２－１ スマートフォン・携帯電話等

■ スマートフォンの所有理由

(n=351)

71.8

32.8

14.5

30.8

40.5

24.2

2.6

7.7

31.6

29.6

19.7

24.2

39.3

14.8

6.8

4.8

19.4

11.7

0.9

5.7

0.6

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

PCサイトを閲覧できる

パソコンの代わりにするため

パソコンとつないで便利に使えるから

外出先でPCメールを送受信できる

アプリが豊富

音楽プレーヤーと兼用したいから

電子書籍が読みたいから

ワード、エクセルのファイルを閲覧できる

地図を閲覧しやすいから

GPS（位置検出）機能が使えるから
（ナビを使いたい）

携帯電話に比べて大きな画面だから

タッチパネルだから

色々なことができて便利そうだから

デザインがお洒落、格好良いから

今の携帯に飽きた、古くなった

販売キャンペーン・販売店に
勧められたから

iPhoneだから

Android端末だから

SIMフリーだから

無線LAN親機機能（テザリング）が
使えるから

業務で持たされている

その他
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◆スマートフォン利用上の問題点は、
「バッテリーが長持ちしない」が
78.6%と群を抜いており、このバッテ

リー問題は、モバイル系端末の宿命
といえる。

◆続いて「文字入力がしにくい」
（26.2%）、「セキュリティ面に不安」
（23.6%）、「画面が小さいため一般
のPC用サイトは見づらい」（23.4%）
が続いている。

◆その他の内容も多種多様であり、こ
うした利用者意見を踏まえて、端末
メーカー、通信キャリアの改善を期
待したいところである。

（複数回答）

２．個別メディア・機器の状況について
２－１ スマートフォン・携帯電話等

■ スマートフォン利用上の問題点

(n=351)

78.6

23.6

16.8

14.2

9.4

14.2

8.8

26.2

23.4

4.6

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バッテリーが長持ちしない

セキュリティ面に不安

アプリがたくさんありすぎて迷う

アプリを管理するのが大変

携帯電話と同様の機能
（おｻｲﾌｹｰﾀｲ、Flash）に対応していない

料金２段階方式でもすぐに上限金額に
なってしまう（通信料金が高い）

タッチパネル方式が使いにくい

文字入力がしにくい

画面が小さいため
一般のPC用サイトは見づらい

その他

問題は特にない

その他の内容
速度があまりに遅く、ひとりでにシャットダウンすることがある
画面切り替えが遅い
着信時に即、気づかなければ　後ほども気づきにくい
すぐ壊れる
間違って電話がかかってしまったり、誤操作がある
自分では使いたくない
壊れやすい
ネットがすぐ問題発生となり切れる
必要なアプリが少なすぎる
アンドロイドは未完成だと思う、不具合が多い
パソコンより処理速度が遅すぎる
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◆スマートフォン・携帯電話等の今後については、「スマートフォンの流行は一時的であり従来の携帯電話が復権する」は、“そう思
う”、“どちらかといえばそう思う”を合わせた肯定意見の14.2%に対して、“そう思わない”、“どちらかといえばそう思わない”の否定
意見が54.1%であり、従来の携帯電話等に戻ることはないという認識である。今後はスマートフォンが携帯電話等の主流になると
考えられており、スマートフォンの保有状況や所有意向の増加をみると、この認識が大勢を占めている。

◆しかしながら、「スマートフォン1台だけですべて事足りる」は肯定意見40.2%、否定意見27.9%、「用途別に携帯電話・PHS・スマー
トフォンの併用が進む」は肯定意見29.4%、否定意見32.3%のように、まだスマートフォンは携帯電話を完全に置き換えるには十分
ではないと考えられている。

◆また、「スマートフォンは各種専用アプリで機能が増える」の肯定意見が63.3％と多く、どんなことにでも使える、といった要望がみ
てとれる。

（単一回答）

２．個別メディア・機器の状況について
２－１ スマートフォン・携帯電話等

■ スマートフォン・携帯電話等の今後

4.3

14.0

5.7

8.0

21.0

5.6

9.9

26.2

23.7

19.3

42.3

21.9

31.8

31.8

38.2

53.2

28.8

60.7

23.4

15.8

17.9

10.0

3.8

6.9

30.7

12.1

14.4

9.5

4.1

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スマートフォンの流行は一時的で
従来の携帯電話が復権する

スマートフォン1台だけですべて事足りる

用途別に携帯電話・PHS・
スマートフォンの併用が進む

携帯電話の無線LAN親機機能（テザリング）で
無線LAN対応端末を利用するのが理想的

スマートフォンは各種専用アプリで
機能がどんどん増える

専用アプリよりも単一のブラウザで
使えるようになる

A：そう思う B：どちらかといえばそう思う C：どちらともいえない D：どちらかといえばそう思わない E：そう思わない

(n=1033）

A B

C D E
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◆タブレット端末の所有理由は、「パ
ソコンの代わりにするため」が61.5％

と も高く、「スマートフォンに比べて
大画面だから」（40.7％）、「色々なこ
とができて便利そうだから」（33.0％）、
「iPadだから」（33.0％）と続いている。

◆さらに、「画面がきれいだから」
（26.4%）、「地図を閲覧しやすいか
ら」（25.3%）、「タッチパネルだから」
（23.1%）、「電子書籍が読みたいか
ら」（18.7%）と、多様な理由も概ね
20％以上であり、タブレット端末に対

する期待感も高いのではと考えられ
る。

◆端末機種による理由で、「iPadだか
ら」に比べ、「Android端末だから」は、
わずか2.2%であり、スマートフォンで

は拮抗していたがタブレット端末で
はiPadの認知度が非常に高いこと
がうかがえる。

（複数回答）

２．個別メディア・機器の状況について
２－２ タブレット端末

■ タブレット端末の所有理由

(n=91)

61.5

40.7

23.1

26.4

15.4

18.7

25.3

14.3

33.0

15.4

4.4

6.6

33.0

2.2

2.2

2.2

7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

パソコンの代わりにするため

スマートフォンに比べて大画面だから

タッチパネルだから

画面がきれいだから

アプリが豊富

電子書籍が読みたいから

地図を閲覧しやすいから

GPS（位置検出）機能が使えるから
（ナビを使いたい）

色々なことができて便利そうだから

デザインがお洒落、格好良いから

話題になっているから

これからの主流になると思うから

iPadだから

Android端末だから

SIMフリーだから

業務で持たされている

その他
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◆タブレット端末に求めることは、「操
作性」、「販売価格、月額料金の安
さ」がそれぞれ62.1％、59.9％と高い
が、「携帯性」（38.9％）、「処理速度、
記憶容量などのスペック」（33.9％）と

続き、使い勝手やスペック、コスト面
で更なる改良を多くの人が望んでい
る。

◆一方、「アプリの豊富さ」、「デザイ
ン」では、現状で満足しているようで
ある。

（複数回答）

２．個別メディア・機器の状況について
２－２ タブレット端末

■ タブレット端末に求めること

(n=1033)

62.1

38.9

59.9

33.9

26.7

8.6

6.5

1.1

19.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

操作性（使いやすさ）

携帯性（大きさ、重さ）

販売価格、月額料金の安さ

処理速度、記憶容量などのスペック

画面の大きさ、解像度

アプリの豊富さ

デザイン

その他

よくわからない
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◆タブレット端末の今後については、
「タブレット端末はパソコンに取って
代わる」、「タブレット端末１台だけで
全てが事足りる」、「タブレット端末と
スマートフォンがあればパソコンは不
要」といったタブレット端末の席巻は、
“そう思う”、“どちらかといえばそう思
う”を合わせた肯定的意見が、おの
おの23.0%、17.5％、11.6％に対して、

“そう思わない”、“どちらかといえば
そう思わない”の否定的意見が
40.4％、43.9％、53.6％であり、まだ

まだタブレット全盛には疑問を持って
いる。

◆加えて、「タブレット端末とパソコン
のすみわけが進む」は、肯定的意見
が57.0％で、否定的意見が9.1％と、
パソコンも一定の評価を得ている。

◆使い勝手の面において、「タッチパ
ネル方式ではなく普通のキーボード
は必要」は、肯定的意見が53.1％と5
割に達しており、否定的意見の
12.2％を大きく離している。

（単一回答）

２．個別メディア・機器の状況について
２－２ タブレット端末

■ タブレット端末の今後

7.4

10.4

5.6

4.5

17.4

12.4

5.1

15.6

46.6

11.9

7.1

35.7

39.9

20.0

36.7

34.0

38.5

34.8

34.7

40.6

65.1

25.4

5.8

26.5

27.9

7.9

4.4

5.8

15.0

3.3

17.4

25.7

4.3

4.0

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

タブレット端末は
パソコンに取って代わる

タブレット端末と
パソコンのすみわけが進む

タブレット端末1台だけで
すべて事足りる

タブレット端末とスマートフォンがあれば
パソコンは不要

タッチパネル方式ではなく
普通のキーボードはやはり必要

タブレット端末は各種専用アプリで
機能がどんどん増える

専用アプリよりも
単一のブラウザで使えるようになる

A：そう思う B：どちらかといえばそう思う C：どちらともいえない D：どちらかといえばそう思わない E：そう思わない

(n=1033）
A

B C D E
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（複数回答）

◆地上デジタル放送や対応テレビを
評価する点は、「フルハイビジョン
の綺麗な映像」が56.2％と群を抜い
ており、「大画面」（29.9%）、「データ
放送」（24.0%）、「電子番組表や番
組情報」（19.6%）、「ハードディスク
録画」（19.5%）がそれに続く。

◆デジタル化による新たな機能であ
る「3Dテレビ、3D放送」（5.1%）、「イ

ンターネット等の通信回線接続によ
る双方向サービス」（8.9%）や、
「5.1chサラウンド放送」（4.3%）や
「2chステレオの二か国語放送」
（1.6%）などの音響系をはじめ、「連
ドラ録画予約」（7.2%）、「キーワー
ド録画予約」（2.3%）、「ダビング10」
（1.2%）等は目新しい機能であるが、
意外に評価・期待は低い。

２．個別メディア・機器の状況について
２－３ 放送メディア

■ 地上デジタル放送や対応テレビを評価する点

(n=1033)

56.2

13.6

29.9

5.1

7.8

24.0

8.9

2.8

1.3

4.3

1.6

19.6

16.3

7.2

2.3

19.5

16.7

8.3

12.7

1.2

0.0

16.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルハイビジョンの綺麗な映像

ゴーストのない映像

大画面

3Dテレビ、3D放送

字幕放送

データ放送
（ｄボタンを押して見る内容）

インターネット等の通信回線接続による
双方向サービス

VOD（ビデオオンデマンド：視聴者の
要望に応じて映像を配信するサービス）

テレビ用ポータルの利用
（アクトビラ、インタラクTV　など）

5.1chサラウンド放送

2chステレオの二か国語放送

電子番組表や番組情報

電子番組表による録画予約や
延長時の追従など

連ドラ録画予約

キーワード録画予約（キーワードに
関連する番組を自動録画）

ハードディスク録画

複数番組同時録画

録画中追っかけ再生（タイムシフト）

コマーシャルカットまたは早送り

ダビング10

その他

特にない
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◆データ放送番組について、「ニュース」、「天気予報、交通情報」、「災害情報」など、日常生活における必要 低限の情報は、
“よく見るあるいは見たい”～“提供されれば見る”が80％を超えており、その必要性が理解されていると考えられる。

◆「地域情報、公共情報、医療機関情報等」は、“よく見るあるいは見たい”は、15.0％にとどまっているが、“提供されれば見る”
が63.4％と、視聴意向が高まる可能性は高いと考えられる。

◆一方、「テレビ放送の番組連動情報」は、“よく見るあるいは見たい”は、13.3％と低く、加えて“必要ない”が22.7％にも達し、何
でもデータ放送で提供すれば良いというわけではないことがうかがえる。

（単一回答）

２．個別メディア・機器の状況について
２－３ 放送メディア

■ データ放送の視聴意向

13.3

35.6

39.5

33.2

15.0

55.4

48.4

47.0

54.6

63.4

22.7

9.7

7.8

6.4

12.2

8.7

6.3

5.7

5.8

9.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

テレビ放送の番組連動情報
（料理番組のレシピ等）

ニュース

天気予報、交通情報

災害情報

地域情報、公共情報、
医療機関情報　等

A：よく見るあるいは見たい B：提供されれば見る C：必要ない D：よくわからない

(n=1033）

A B C

D
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◆データ放送が必要でない理由を情
報（番組）ごとに聞いたところ、全て
の情報で、「余分な情報は必要な
い」、「インターネットのほうが分か
りやすく見やすい」が１位、２位を占
めている。

◆中でも“テレビ放送の番組連動情
報”、“災害情報”では、テレビ放送
そのものの情報でありながら「余分
な情報は必要ない」がおのおの
33.8％、30.3％と３割以上となって
いる。

◆また、“ニュース”及び“天気予報、
交通情報”では、「インターネットの
ほうが分かりやすく見やすい」がお
のおの53.0％、51.9％と比率が高く、

見せ方の工夫も必要ではと考えら
れる。

２．個別メディア・機器の状況について
２－３ 放送メディア

■ データ放送が必要でない理由
＜テレビ放送の番組連動情報＞ （複数回答）

(n=234)

33.8

43.2

24.8

8.1

14.1

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

余分な情報は必要ない

インターネットの方が分かりやすく見やすい

必要な情報がない、少ない

必要な情報がすぐに表示されない

操作が面倒

その他

＜ニュース＞ （複数回答）

(n=100)

29.0

53.0

16.0

7.0

17.0

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

余分な情報は必要ない

インターネットの方が分かりやすく見やすい

必要な情報がない、少ない

必要な情報がすぐに表示されない

操作が面倒

その他

(n=81)

28.4

51.9

16.0

7.4

13.6

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

余分な情報は必要ない

インターネットの方が分かりやすく見やすい

必要な情報がない、少ない

必要な情報がすぐに表示されない

操作が面倒

その他

（複数回答）

＜天気予報、交通情報＞

(n=66)

30.3

42.4

18.2

9.1

15.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

余分な情報は必要ない

インターネットの方が分かりやすく見やすい

必要な情報がない、少ない

必要な情報がすぐに表示されない

操作が面倒

その他＜災害情報＞

（複数回答）
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◆ワンセグへの期待は、「視聴エリア、
場所の拡大」（29.6％）、「端末のバッ
テリーの長時間化」（28.3％）、「無料
のWebコンテンツを多くしてほしい」
（22.0％）、「災害対応の情報端末」
（21.0％）が20％を超えており、多岐
にわたっている。

（複数回答）

２．個別メディア・機器の状況について
２－３ 放送メディア

■ ワンセグへの期待内容

(n=1033)

17.5

12.6

3.2

22.0

29.6

9.9

21.0

28.3

16.3

19.5

9.3

0.4

36.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

普通の地上デジタル放送と違う
ワンセグ独自の番組

データ放送コンテンツの充実

視聴者の属性に応じたカスタム広告

無料のWebコンテンツを多くしてほしい
（ネット接続しなくてもよいコンテンツ）

視聴エリア、場所の拡大

地域やエリアに特化した情報番組

災害対応の情報端末

端末のバッテリーの長時間化

視聴端末（携帯電話等）の低価格化

高画質化

チャンネル切替、起動の速度向上

その他

特に期待することはない
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２．個別メディア・機器の状況について
２－３ 放送メディア

■ モバキャスの興味内容
（複数回答）

(n=1033)

12.1

9.1

5.8

3.1

3.7

0.4

43.4

36.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高画質の映像

放送を蓄積できる（シフトタイム放送）

映像、音声だけの蓄積ではなく
電子書籍やゲームも蓄積できる

番組の進行に合わせて視聴者同士が
コミュニケーションできる

（ツイッターやFacebookとの連動機能）

利用者に合ったコンテンツをおすすめ
してくれるレコメンドサービス

その他

関心がない

よくわからない

◆2012年4月から放送開始した、ス

マートフォン向けの新たな放送サー
ビスのモバキャスへの興味内容は、
「関心がない」が43.4％、「よくわから
ない」が36.5％であり、スターとした

ばかりとはいえまだまだ認知度が低
いといえる。

◆多少興味のある人でも、「高画質の
映像」が12.1％と低く、新たなメディ

アとしての機能が十分に周知されて
いないことがうかがえる。
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◆ICカードの利用状況・関心度において、ICOCA、Suica等の「プリペイド方式の交通系乗車券カード」は、31.5％の人が利用して
おり、“非常に関心がある～機会があれば利用したい”まで含めると、約60％が利用を望んでいる。

◆また、「ポストペイ方式の交通系乗車券カード」であるPiTaPa等は、23.8％の利用状況である。この方式は後払いであるために与

信が必要であり、関心はあるものの手続きに多少の時間を要することから、プリペイド方式に比べ多少利用者が少ないのではと
考えられる。

◆交通系を除いた電子マネーは、“利用している”がプリペイド方式で24.2％、ポストペイ方式においては5.5％であり、交通系を含
めても23年度調査に比べても変化はない。

（単一回答）

２．個別メディア・機器の状況について
２－４ ＩＣカード

■ ICカードの利用状況・関心度

31.5

23.8

24.2

5.5

7.8

5.5

6.0

6.4

5.1

5.7

24.2

25.6

21.0

26.3

21.4

4.2

23.7

25.9

30.4

40.0

40.4

17.5

15.1

18.7

18.0

23.0

24.7

48.3 29.0

0.1 0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

交通系乗車券カード＜プリペイド方式＞
（ICOCA、Suica等）

交通系乗車券カード＜ポストペイ方式＞
（PiTaPa等）

電子マネー（交通系は除く）＜プリペイド方式＞
（楽天Edy、nanaco、WAON等）

電子マネー（交通系は除く）＜ポストペイ方式＞
（QUICPay、iD等）

携帯電話搭載の電子マネー機能
（おサイフケータイ：プリペイド、ポストペイの両者）

その他【　　　】

A：利用している B：非常に関心がある／利用したい C：機会があれば利用したい

D：あまり関心はない E：全く関心がない／わからない F：無回答

(n=1033）

A C D

B

Ｅ

Ｆ
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◆ICカードへの要望は、「一つのカー

ドで全ての公共交通機関が利用でき
るようにしてほしい」（40.7％）、「紛失

してもダメージがないようにしてほし
い」（33.4％）、「電子マネーで利用で
きる場所を増やしてほしい」（27.3％）
の順であり、ほぼ20％を超え多岐に
わたっている。

（単一回答）

２．個別メディア・機器の状況について
２－４ ＩＣカード

■ ICカードへの要望

(n=1033)

27.3

22.4

40.7

17.0

33.4

1.0

22.9

5.0

9.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電子マネーで利用できる場所を
増やしてほしい

他社の電子マネー利用の店舗でも
利用できるよにしてほしい

一つのカードで全ての公共交通機関が
利用できるようにしてほしい

カード本体で利用履歴を見たい

紛失しても
ダメージがないようにしてほしい

その他

ICカードは持っていない

ICカードは必要ない

わからない
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（複数回答）

◆家庭における災害発生直後の情報
収集メディアは、「テレビ放送」が
78.3％と群を抜いており、家庭の情

報収集メディアの中心であることがみ
てとれる。

◆「テレビ放送」以外では、「緊急地震
速報（テレビ、CATV等）」（31.6％）、
「Webのニュースサイト」（21.7％）、
「ラジオ放送」（18.5％）と続いている
が多岐にわたっている。

３．災害への対応について
３－１ 災害発生時利用の情報メディア

■ 災害等発生直後の情報入手メディア

(n=1033)

7.2

10.7

31.6

13.0

78.3

18.5

4.0

7.4

21.7

15.2

12.1

8.2

4.8

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

防災行政無線

自治体の広報車

緊急地震速報（テレビ・ＣＡＴＶ等）

緊急地震速報（携帯電話）

テレビ放送

ラジオ放送

携帯ワンセグ放送

SNS、ブログ、ツイッター等

Webのニュースサイト

インターネットメール

携帯電話メール

固定電話、携帯電話

クチコミ

その他

＜家庭＞
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（複数回答）

◆職場・学校では、「テレビ放送」がトップでは
あるが、29.3％と家庭に比べ低くなり、就業

中、勉学中の視聴は極端に少なくなる。「テ
レビ放送」に続いて、「Webのニュースサイト」
（21.3％）、「クチコミ」（18.6％）となり、特に「ク
チコミ」の相対的割合が高くなっている。

３．災害への対応について
３－１ 災害発生時利用の情報メディア

■ 災害等発生直後の情報入手メディア

＜職場・学校＞

(n=639)

10.3

7.8

11.7

17.1

29.3

10.3

7.2

8.6

21.3

12.8

14.6

8.1

18.6

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

防災行政無線

自治体の広報車

緊急地震速報（テレビ・ＣＡＴＶ等）

緊急地震速報（携帯電話）

テレビ放送

ラジオ放送

携帯ワンセグ放送

SNS、ブログ、ツイッター等

Webのニュースサイト

インターネットメール

携帯電話メール

固定電話、携帯電話

クチコミ

その他

(n=1033)

6.7

10.1

6.6

18.6

16.0

8.7

11.9

8.2

15.5

7.6

22.0

11.1

17.2

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

防災行政無線

自治体の広報車

緊急地震速報（テレビ・ＣＡＴＶ等）

緊急地震速報（携帯電話）

テレビ放送

ラジオ放送

携帯ワンセグ放送

SNS、ブログ、ツイッター等

Webのニュースサイト

インターネットメール

携帯電話メール

固定電話、携帯電話

クチコミ

その他

◆外出先での災害発生直後の情報収集メディア
は、「携帯電話メール」（22.0％）、「緊急地震速
報（携帯電話）」（18.6％）「クチコミ」（17.2％）の

順であるが、他のメディアも拮抗しており、その
場で利用可能なメディアを活用して情報入手し
ていることがうかがえる。

＜外出先＞ （複数回答）
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（複数回答）

◆災害発生時や防災に関する詳細情
報の入手においても、災害発生直後
の情報収集メディアと同様に、「テレ
ビ放送（ニュース番組、緊急特番
等）」が76.1％と群を抜いており、加え

て「テレビ放送（データ放送）」も
23.9％と非常に高くなっている。

◆続いて、「Webのニュースサイト、天
気防災情報サイト」（36.0％）であり、
発生直後の家庭での「Webのニュー
スサイト」が21.7％であることを考える
と、詳細情報にはWeb系メディアが有
効であることがうかがえる。

◆また、「ラジオ放送」は23.3％であり、

災害発生直後もそうであるが一定の
評価を得ている。

３．災害への対応について
３－１ 災害発生時利用の情報メディア

■災害や防災に関する詳細情報入手時のメディア

(n=1033)

9.4

13.5

76.1

23.9

4.4

23.3

10.6

11.3

16.0

17.9

36.0

14.7

10.3

5.2

7.8

8.0

5.1

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

防災行政無線

自治体の広報車

テレビ放送
（ニュース番組、緊急特番　等）

テレビ放送（データ放送）

ケーブルテレビの
コミュニティチャンネル

ラジオ放送

携帯ワンセグ放送

SNS、ツイッター等

インターネットメール

携帯電話メール

Webのニュースサイト、
天気防災情報サイト

携帯電話のニュースサイト、
天気防災情報サイト

政府・自治体のWebサイト

その他のWebサイト

災害用伝言板

固定電話、携帯電話

クチコミ

その他
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（複数回答）

◆今後の災害発生時に必要と思われ
るメディアとしては、災害発生直後、
詳細情報入手時および復旧に関わ
る情報が必要なときの全てのフェー
ズにおいて、「テレビ放送」が、おのお
の71.2％、68.1%、66.6%と非常に高
い。

◆災害発生直後は、「防災行政無線」
（26.9％）や「自治体の広報車」
（29.6％）も高く、国や自治体に期待
するところが大きいといえる。

◆また、「ラジオ放送」も災害発生直後
では35.2%と高く、現状の利用状況に

も増して必要性が高いことがうかが
える。

３．災害への対応について
３－２ 今後必要な情報メディア

■今後災害発生時に必要と思われるメディア

(n=1033)

26.9

29.6

71.2

6.6

35.2

13.2

40.3

20.9

12.9

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

防災行政無線

自治体の広報車

テレビ放送

ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞのｺﾐｭﾆﾃｨﾁｬﾝﾈﾙ

ラジオ放送

携帯ワンセグ放送

インターネット

携帯のWeb、メール等

固定電話・携帯電話

その他

＜災害発生直後＞
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◆「テレビ放送」に続き、「インターネッ

ト」が詳細情報入手時および復旧に
関わる情報が必要なときに、おのお
の53.4%、49.4%と「テレビ放送」に

迫っている。この傾向は、選択項目
は異なるものの、現状ではネット系メ
ディアやサービスの割合を大きく超え
ており、災害発生時に今後必要なメ
ディアとして期待されていることがう
かがえる 。

３．災害への対応について
３－２ 今後必要な情報メディア

■今後災害発生時に必要と思われるメディア

(n=1033)

13.3

16.9

68.1

6.9

30.4

10.7

53.4

17.5

9.7

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

防災行政無線

自治体の広報車

テレビ放送

ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞのｺﾐｭﾆﾃｨﾁｬﾝﾈﾙ

ラジオ放送

携帯ワンセグ放送

インターネット

携帯のWeb、メール等

固定電話・携帯電話

その他

(n=1033)

16.0

28.0

66.6

8.0

26.8

9.2

49.4

15.7

9.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

防災行政無線

自治体の広報車

テレビ放送

ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞのｺﾐｭﾆﾃｨﾁｬﾝﾈﾙ

ラジオ放送

携帯ワンセグ放送

インターネット

携帯のWeb、メール等

固定電話・携帯電話

その他

（複数回答）＜詳細情報入手時＞

（複数回答）＜復旧に関わる情報（被災地として）＞
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◆ユビキタスネット社会では様々な
サービスが実現しているが、こうした
中で、更なる普及が期待されている
サービスは、「子供や独居老人の所
在確認や危険通知」（52.5%）、「イン

ターネットによる様々な行政手続き」
（48.7%）、「外出先での安心な経路
の探索・案内」（46.8%）、「外出先か

らの家電機器等の遠隔監視・操作」
（43.1%）と、概ね５割の人が期待して
いる。

◆続いて、「近隣病院での専門医の遠
隔相談」（27.8%）、「電気、ガス、水道

の使用量と料金のリアルタイム表示」
（25.6%）、「移動中のモバイル端末で
の周辺情報等の入手」（21.0%）も２

割を超え、多くの人が様々なサービ
スを期待している。

（複数回答）

４．ユビキタスネット環境について
４－１ ユビキタスネット社会への期待と不安

■期待されるユビキタスネットサービス

(n=1033)

43.1

52.5

46.8

7.6

27.8

48.7

6.8

7.9

19.6

21.0

25.6

7.2

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

外出先からの家電機器等の
遠隔監視・操作

子供や独居老人の所在確認や
危険通知

外出先での安心な経路の
探索・案内

モバイル端末へ電子タグ等からの
商品詳細情報の表示

近隣病院での専門医の遠隔相談

インターネットによる様々な
行政手続き（電子申請等）

オンラインゲーム、ソーシャルゲーム

モバイル端末での電子コミック、
電子図書の閲覧

海外旅行での翻訳等案内サポート

移動中のモバイル端末での
周辺情報等の入手

電気、ガス、水道の使用量と料金の
リアルタイム表示

HEMS
（家庭用エネルギー管理システム）

その他
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（複数回答）

４．ユビキタスネット環境について
４－１ ユビキタスネット社会への期待と不安

■ユビキタスネット社会への期待内容

(n=1033)

41.2

53.0

10.6

21.0

12.6

29.5

8.4

8.0

8.9

38.5

6.8

0.5

17.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活が豊かになり便利になる

安心して暮らすことができる

食の安全・安心が高まる

健康の維持・管理が行いやすくなる

車の運転や歩行が安全・快適になる

高齢者や障害者に優しい社会になる

SNSなどを通じたコミュニティ形成が進む

コンテンツ利用が促進される

多用な就労形態が実現する

災害対応が迅速化する

環境への負荷が軽減する

その他

よくわからない

◆ユビキタスネット社会への期待内容
は、「安心して暮らすことができる」
（53.0％）、「生活が豊かになり便利に
なる」（41.2％）、「災害対応が迅速化
する」（38.5％）、「高齢者や障害者に
優しい社会になる」（29.5％）が上位

であり、豊かさとともに、安全・安心の
社会を期待している。

◆23年度調査と設問項目自体は異な

るが、傾向はほぼ同様である。ただし、
東日本大震災の影響もあるのか、
「災害対応が迅速化する」が10ポイン
ト以上高くなっている。
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（複数回答）

４．ユビキタスネット環境について
４－１ ユビキタスネット社会への期待と不安

■ユビキタスネット社会への不安内容

◆ユビキタスネット社会に対しての不
安内容は、「個人情報の流出や不正
利用」が64.0％とトップで、続いて
「ICT機器のコンピュータウイルスの
感染」（31.1％）、「詐欺や悪徳商法へ
の遭遇」（30.1％）、「システム障害時
の混乱」（24.5％）であり、プライバ

シー侵害、情報システム上のセキュ
リティ不安などの内容が上位を占め
ている。

◆加えて、「人と人のつながりの希薄
化が進み殺伐とした社会になる」
（17.3％）や「常に監視されているよう
な気がする」（10.7％）、「思考能力の
低下」（10.2%）といった“人間のあり

方”そのものに関する不安も指摘さ
れている。

◆新たな選択肢である「歩行中や自転
車乗車中の携帯電話等の利用によ
る注意力低下などの事故」も12.4％と、
新たな課題も見えてきた。

(n=1033)

64.0

31.1

24.7

17.3

30.1

19.5

10.7

13.5

10.2

12.4

24.5

6.1

6.4

0.3

15.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個人情報の流出や不正利用

ICT機器のコンピュータウイルスの感染

情報が多くなりすぎる

人と人のつながりの希薄化が進み
殺伐とした社会になる

詐欺や悪徳商法への遭遇

機器の使用方法の複雑化により利用
できる人とできない人の格差が生じる

常に監視されているような気がする

ICT機器への過度の依存

思考能力の低下

歩行中や自転車乗車中のｽﾏｰﾄﾌｫﾝ・携帯電話等
の利用による注意力低下などの事故

システム障害時の混乱

一部の人や企業・団体のみが
利益を享受する

犯罪の温床になる

その他

よくわからない
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（複数回答）

４．ユビキタスネット環境について
４－１ ユビキタスネット社会への期待と不安

■「ＳＮＳ疲れ」について

(n=538)

12.1

7.2

5.8

8.7

8.9

2.4

13.2

7.2

3.0

5.8

55.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎日ツイッターにベッタリ張り付きで見ている

毎日フォロワー数をチェックしている

「いいね！」をつけてほしくて投稿ばかりしている

ソーシャルゲームの誘いが頻繁にくる

ネガティブツイートばかり目に入る

ネガティブツイートばかりしている

他人がツイッターで爆弾発言をして
たたかれているのが目に入る

各SNSとツイッターを連携している

会社の付き合いで嫌々友達リクエストを承認している

その他

よくわからない

◆近年、SNSでは、ユーザー同士のコ
ミュニケーションに気疲れし、SNS上

での活動をやめたり、利用頻度が極
端に下がったりする「SNS疲れ」が指
摘されてきた。この「SNS疲れ」につ
いては、「よく分からない」が55.6％で

あり、まだまだ一部の人のみの状況
のように思われる。

◆具体的な行動としては、どの項目も
10％程度であるが、その他の内容で

は、多様な意見が寄せられており、
今後は大きな問題に発展する危険性
を秘めているのではと考えられる。
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（複数回答）

４．ユビキタスネット環境について
４－１ ユビキタスネット社会への期待と不安

■スマートフォン・携帯電話等の通信コストの削減について

◆ユビキタス社会において、多くの人
の課題認識であるスマートフォン・携
帯電話等の通信コスト削減では、「本
当に必要なときにしか利用しない」が
50.1％とトップであり、改めてその感
心の高さがうかがえる。

◆続いて「パケット通信は定額制の料
金プランにしている」（33.3％）、「Web
接続はしない」（20.3％）、「キャン

ペーン（学生割引、家族割引等）を利
用している」（17.9％）となっている。

◆同時に、「特に気にしていない」も
16.8％もあり、コストに無関心な人も
２割程度存在する。

(n=1033)

50.1

33.3

7.8

20.3

3.5

17.9

2.9

2.1

16.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本当に必要なときにしか利用しない

パケット通信は
定額制の料金プランにしている

パケット通信は
２段階制の料金プランにしている

Web接続はしない

通話とデータ通信を分けて
別々に契約している

キャンペーン（学生割引、家族割引等）
を利用している

他事業者との連携キャンペーン
（eo光とau　など）を利用している

その他

特に気にしていない
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（複数回答）

４．ユビキタスネット環境について
４－１ ユビキタスネット社会への期待と不安

■ユビキタスネット社会を推進していくための要望

◆ユビキタスネット社会推進の要望は、
「高齢者、障害者など情報弱者への
的確な対応」（42.5％）、「個人情報流

出への対応などのセキュリティ対策」
（42.1％）、「通信コストや利用機器コ
ストの低廉化」（40.3％）がトップ３で

あるが、「十分なウイルス対策」
（37.8％）、「システムの安全性の確
保」（28.3％）など、割合的に見ても要
望内容は多岐にわたっている。

 

(n=1033)

42.5

12.0

40.3

21.4

42.1

37.8

28.3

23.4

16.1

3.2

0.3

15.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者、障害者など情報弱者への的確な対応

地方の情報格差（デジタルデバイド）の解消

通信コストや利用機器コストの低廉化

ネット社会に対応した法整備と規制緩和

個人情報流出への対応などのセキュリティ対策

十分なウィルス対策

システムの安全性の確保

高齢者等でも利用できる操作性の良い端末導入

トラブルに瞬時に対応できるシステム構築

あまり急がずじっくりと時間をかけた推進

その他

よくわからない
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４．ユビキタスネット環境について
４－１ ユビキタスネット社会への期待と不安

■ユビキタスネット社会を推進していくための要望

◆22、23年度調査と比較した場合、トップ２の「高

齢者、障害者など情報弱者への的確な対応」、
「個人情報流出への対応などのセキュリティ対
策」で多少割合が少なくなっており、これらは、多
くの人が課題と考えている内容について、少しず
つではあるが実現してきたのではと考えられる。
その一方で、「通信コストや利用機器コストの低
廉化」、「十分なウイルス対策」などは、まだまだ
難しいことがうかがえる。

％

《22、23年度調査との比較》
（複数回答）

48.5

43.2

38.2

33.1

51.6

48.1

39.7

33.5

42.5

42.1

40.3

37.8

0 20 40 60 80 100

高齢者、障害者など
情報弱者への的確な対応

個人情報流出への対応などの
セキュリティ対策

通信コストや利用機器コストの
低廉化

十分なウィルス対策

22年度調査
（n=1034）

23年度調査
（n=1034）

24年度調査
（n=1033）

％
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（単一回答）

４．ユビキタスネット環境について
４－１ ユビキタスネット社会への期待と不安

■ユビキタスネット社会が環境に与える影響

◆大多数の項目について、“そう思う”
に“どちらかといえばそう思う”を加え
た割合は、“どちらかといえばそう思
わない”に“そう思わない”を加えた割
合よりも大きく、全体的にみて、ユビ
キタスネット社会は環境に悪い影響
を与えていないと思われている。

◆トップ2の「災害発生時の初期対応、

情報収集、復旧・復興に役立つ」、
「電気、ガス、水道の使用量や料金
表示は省エネに有効」は、“そう思う”、
“どちらかといえばそう思う”を合わせ
ると、それぞれ、61.6％、55.2%であり、
かなり期待されている。

◆一方、「ネット利用により外出が減
る」、「放送やネット経由のサービス
の24時間提供は必要ない」は、“どち

らかといえばそう思わない”に“そう思
わない”を加えた割合が、それぞれ
28.2％、25.4％と否定的である。

5.4

4.0

10.3

6.9

8.6

3.0

4.3

5.5

16.2

6.5

20.5

30.2

44.9

36.2

19.0

19.4

32.0

23.0

45.4

32.2

63.6

55.7

36.5

49.3

47.0

65.8

54.7

43.2

33.2

54.5

6.9

6.9

5.2

4.5

18.1

8.0

5.5

22.9

3.7

3.6

3.3

3.1

3.1

7.3

3.8

3.5

5.3

3.0

3.1

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユビキタス社会による環境負荷は
他の要因に比べて小さい

ICT機器やインフラの省エネ化で
環境負荷は減らせる

電気、ガス、水道の使用量や料金表示は
省エネに有効

HEMS（家庭用エネルギー管理システム）は
省エネに有効

放送やネット経由のサービスの
24時間提供は必要ない

ICT機器等の選定基準は省エネ等の
エコ度合いを 重要視する

省エネに効果のあるICT機器や
サービスを積極的に活用

ネット利用により外出が減る

災害発生時の初期対応、情報収集、
復旧・復興に役立つ

ｽﾏｰﾄｸﾞﾘｯﾄﾞ(次世代電力網)により自然
ｴﾈﾙｷﾞｰの活用や、省エネ、電力安定

供給が推進される

A：そう思う B：どちらかといえばそう思う C：どちらともいえない D：どちらかといえばそう思わない E：そう思わない

(n=1033）

A

C

D

B Ｅ
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◆情報セキュリティに関するトラブル
経験は、「迷惑メールを受けたこと
がある」が64.9％と群を抜いて高く、

インターネットや携帯電話での迷惑
メールは避けては通れないもので
ある。次いで、「コンピュータウイル
スに感染したことがある」（13.4％）、

「身に覚えのない違法請求の被害
にあったことがある」（5.4％）が続い
ている。

◆この傾向は23年度調査と同様で

あるが、割合的には減少傾向にあ
り、セキュリティの向上が図られて
きたのではと考えられる。

（複数回答）

４．ユビキタスネット環境について
４－２ ユビキタスネット社会の具体的な問題点

■情報セキュリティに関するトラブル経験

(n=1033)

64.9

13.4

3.3

2.9

5.4

1.4

0.2

32.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

迷惑メールを受けたことがある

コンピュータウイルスに
感染したことがある

ネット販売・オンライン決済を利用して
トラブルにあったことがある

インターネット上の電子掲示板等で
誹謗中傷を受けたことがある

身に覚えのない違法請求の
被害にあったことがある

不正アクセスの被害にあい、
個人情報を不正に利用されたことがある

その他

ここ1年の間には特にない

（複数回答）

68.7

22.4

11.2

25.9

66.8

18.8

9.3

28.9

69.7

16.2

8.1

27.5

64.9

13.4

5.4

32.4

0 20 40 60 80 100

迷惑メールを受けたことがある

コンピュータウイルスに
感染したことがある

身に覚えのない違法請求の
被害にあったことがある

ここ1年の間には特にない

21年度調査
（n=1034）

22年度調査
（n=1034）

23年度調査
（n=1034）

24年度調査
（n=1033）

％

《21～23年度調査との比較》
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◆インターネット利用者に望まれる
情報セキュリティの対策は、「軽率
にダウンロードしない」（53.0％）、

「アンチウイルスソフトを適切に導
入」（43.4％）、「掲示板等に個人情
報を記載しない」（36.6％）がトップ３
である。その他、多くの対策が20～
25％前後で続き、様々な対策が必
要とされている。

◆この傾向は、23年度調査とほぼ同

様であり、ユビキタスネット社会で
は避けて通れない部分である情報
セキュリティに対しては、まず、利
用者一人一人が「軽率にダウン
ロードをしない」、「アンチウイルス
ソフトを適切に導入」など、自分で
できることは自分で実行し、かつ個
人情報は自分自身で管理する必要
性があることを指摘している。

◆加えて、「プロバイダやサーバー
側でのウィルスメールの除去また
は隔離」、「罰則を厳しくする必要が
ある」といった社会全体で対応する
ことも求められている。

（複数回答）

４．ユビキタスネット環境について
４－２ ユビキタスネット社会の具体的な問題点

■望まれるセキュリティ対策

(n=1033)

36.6

43.4

53.0

24.8

21.3

20.0

4.7

19.2

10.2

28.1

15.5

0.3

10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

掲示板等に個人情報を記載しない

アンチウイルスソフトを適切に導入

軽率にダウンロードしない

パスワードの定期的な変更

クレジットカードの番号を入力しない

ファイル共有ソフト（Winny等）を
インストールしない

指紋等の生体認証を利用する

プロバイダやサーバー側での
ウィルスメールの除去または隔離

プロバイダやサーバー側でのウィルスを
仕組んだホームページの停止

個人個人が注意することが重要

罰則を厳しくする必要がある

その他

よくわからない
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◆アンチウイルスソフトの導入状況は、「家庭のパソコン等からの接続」では“更新を含め、適切に導入している”が74.5％と、ソ
フト導入はある程度浸透している。その一方、「スマートフォン、タブレット端末等」では、21.4％と、まだまだ十分とはいえない状
況である。

◆「家庭のパソコン等からの接続」では、“期限が切れた以降、そのままにしている”が10.4％もあり、ネット利用の場合のランニ
ングコストとは考えていないように見受けられる。

◆「スマートフォン、タブレット端末等」では、“当初から導入していない”が31.5％と も高く、今後のプレインストール化が望まれ
るところである。

（複数回答）

４．ユビキタスネット環境について
４－２ ユビキタスネット社会の具体的な問題点

■パソコン、スマートフォン等へのアンチウイルスソフトの導入状況

74.5

21.4

10.4

3.3

3.3

11.4

4.9

31.5

6.8

18.7 13.7

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭のパソコン等からの接続
（ｎ=902）

スマートフォン、タブレット端末等
（ｎ=948）

A：更新を含め、適切に導入している B：期限が切れた以降、そのままにしている C：必要性を感じていない

D：当初から導入していない E：導入しているかどうかわからない F：その他

A

C

DB

Ｅ

F



59

◆ソーシャルゲームの問題点への対応
は、「未成年者には課金のゲームはさ
せない仕組みにする」（42.7％）、「強
制排除や罰則の強化」（42.4％）、

「ゲームの課金にかかる金額の上限
を設ける」（38.3％）でトップ３であるが、
他の項目も概ね20％を超えており、対
応策は多岐にわたっている。

◆その他の意見も多様であり、これら
の意見は、今後ソーシャルゲームが
更に普及していくための大きな課題に
なると考えられる。

（複数回答）

４．ユビキタスネット環境について
４－２ ユビキタスネット社会の具体的な問題点

■ソーシャルゲームの問題点への対応

(n=1033)

42.4

32.5

38.3

42.7

20.7

24.9

15.1

1.2

21.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

強制排除や罰則の強化

事業者自身におけるサービスのあり方の再検討
（更なる自主的な自粛など）

ゲームの課金にかかる金額の
上限を設ける

未成年者には
課金のゲームはさせない仕組みにする

学校等の教育として
使い方をしっかりと教える

保護者との子供の
コミュニケーションの充実

ネット社会における功罪等の保護者教育

その他

よくわからない

その他の内容
個人が賢くなるしかない
そもそも儲けしか考えないような会社は必要ない
子供には通話・メールのみの携帯しか持たせない
課金（利用料）方式の廃止
ネットゲームの全面禁止。お金とインフラ、時間の無駄
くだらないゲームが多すぎる
あまり締め付けない方がおもしろい
この業界、まっとうな事業とは思えない。パチンコ屋のほうがまだまし。

しっかりした情報提供と、教育

コンプガチャ規制はする必要がなかった　小さい頃から親がお金の大切さ
を教えていればそれで良い

ゲーム課金を超高額（万単位）にし、怖い世界だと徹底させる。例：ダイア
モンドは高額すぎるので、子供も知っているし、一般の大人でも手軽に購
入しない社会ができでいる。ネットゲームは１ゲーム 低でも３万円以上に
し、金持ちの馬鹿の代名詞にすればよい。


